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「キャリア・パスポート」とは、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしな

がら、自身の変容や成長を自己評価できるよう工夫されたポートフォリオのことです。児童生徒が

キャリア・パスポートを活用し、自分なりに、学ぶことや働くこと、生きることの意味を見出し、

これからの生き方や将来の自分の役割について考え、自己実現が図れるよう、高等部までの 12 年

間引き継いで行うことを目指しています。 

小学部ではキャリア・パスポートを活用して学期や行事毎に目標を立て、終わった後に振り返る

活動に取り組んでいます。この取り組みを通して自身の成長を実感したり課題に気付いたりする

ことで、次への意欲を高めています！ 

小学部 キャリア・パスポートの取り組み紹介 

第 34 回 沖縄県特別支援学校 

「キャリア教育・就労支援発表会」開催 
就業体験や学校生活等における生活体験を振り返り、自分の将来に対する意識の高揚を図ること

を目的としたものです。本来は 12/８(木)に県立教育センターにて発表予定でしたがオンライン開

催へ変更となったため、代替として 12/22(木)、高等部進路講話で発表することになっています。 

小学部４年 金城 香奈さん 小学部２年 島田 健吾さん 

「私の夢」 高等部３年生：高良 愁       ※一部抜粋 

       私の将来の夢は、「１人暮らし」です。ニュースで私と似た障害を持った人がでて

いました。仕事もやりたい事もしていることを知り感動しました。私も自由に好きな

ことなどしてみたいと思い、１人暮らしに興味を持ちはじめました。 

       私は発語が出来ないため iPad で会話をします。文字を入力して会話をするため 

遅れが出てコミュニケーションをとる事が苦手になっていました。遅れを取り戻す方法を考えた時 

私が思いついたのが顔の「表情」でした。会話をするとき私を見てくれるように大きくリアクショ 

ンをして、自分が伝えたいことが相手に伝わるようになりました。 

 今回２回目の自立生活センター・イルカでの実習は、路線バスに乗る練習をします。 

スタートラインに立つために、どんなことにも積極的にチャレンジし努力して頑張ります。 



 

卒業生の近況について 
今年 3月に本校高等部を卒業し、沖縄国際大学総合文化学部英米言語文化学科に進

学した仲田敬哉さんが、八重瀬町の広報誌で取り上げられました。重度障害者として県

内で初めての大学進学や両親の思いなど、いろいろな記載がありますので、是非、ご覧

ください。 


